
大月市まち・ひと・しごと創生総合戦略（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合戦略とは．．． 

総合戦略とは、人口減少克服・地方創生のために、分野横断的に取り組む計画であり、本

計画（計画期間：平成 27 年度～平成 31 年度）は、人口ビジョンで掲げた目標人口（2040

年（平成 52）年：約 19,000 人）を達成するための当面の５年間で取り組むべき施策・事

業等について示すものです。 

総合戦略における５つの基本目標 

目指すべき将来人口の実現に向けて、

右記のとおり５つの基本目標を総合戦略

に設定する中で、様々な政策を連動させ、

取り組んでいきます。 

〔人の流れ〕 
 

〔雇 用〕 
 

基本目標１ 

基本目標２ 

〔結婚、出産、子育て〕 基本目標３ 

〔暮らしやすいまちづくり〕 
 
基本目標４ 

〔人材育成、郷土愛を育む教育〕 基本目標５ 

 

基本目標１〔雇用〕 大月の特性を活かした雇用の場を創出する 

平成 31 年度の数値目標 

 市内事業所数 ： 1,340 事業所（現状程度を維持） 

 市内事業所従業者数 ： 8,800 人（370人程度の増加） 

施策の内容 

１ 地域資源を活かした産業振興と雇用の拡大 

 ① 遊休地の活用による企業誘致 

② 木質バイオマス発電事業の推進 

③ 業種横断的な取組の促進 

④ 起業家の育成、創業の誘致 

⑤ 首都圏勤務者等への支援 
 

２ 将来を見据えた担い手育成及び希望や能力に応じた雇用機会の創出 

 ① 後継者不足の解消及び地域おこし協力隊の活用 

② 希望や能力に応じた雇用機会の創出 

③ 山梨県ＣＯＣ＋と連動した若者の雇用機会の増加 

 
 

基本目標２〔人の流れ〕 立ち寄りたくなる、住みたくなる地域をつくる 

平成 31 年度の数値目標 

 転入者数 ： 520人（現状程度） 

 観光入込客数 ： 250,000 人（現状から５％程度の増加） 

施策の内容 

１ 情報の集積力と発信力の強化 

 ① 多様なソーシャルメディアを活用した情報発信の強化 

② 市民同士の情報共有化による市民目線の大月情報の集積化 

２ 通過地点から交流拠点としての大月へ 

 ① かがり火市民祭りでの大月ＰＲ活動の推進 

② 豊かな山間地の自然環境を活かした都市部住民との交流の推進 

③ 空き家を活用した簡易宿泊施設の調査研究 

３ 安心して移住・定住できる環境づくり 

 ① 大月移住定住交流体験ツアー 

② おおつき移住交流ガイドブックの作成及び配布 

③ 移住・定住相談窓口の設置 

④ 空き家再生調査事業 

⑤ 市営住宅を活用した移住・定住の促進 

⑥ 移住・定住促進のための住宅支援 

 

 

基本目標３〔結婚、出産、子育て〕 若い世代が結婚・出産・子育てしやすい環境をつくる 

平成 31 年度の数値目標 

 合計特殊出生率の上昇 ： 1.40（0.25 ポイントの上昇）  

 大月市の子育て環境や支援の満足度 平均点  

： 就学前児童 4点，小学生児童4 点（約 1.４5 点の上昇） 

施策の内容 

１ 結婚機運の醸成 

 ① 出会いの場創出事業 

２ 安心して出産、子育てできる環境整備 

 ① 経済的負担の軽減 

② 不妊に悩む方への支援 

③ 認定こども園（保育所・幼稚園）等の設置 

④ 病児・病後児保育の充実 

⑤ 仕事と家庭（子育て）が両立できる環境の創出 

⑥ 見守りウォーク等ボランティアの充実 

 
 

基本目標４〔暮らしやすいまちづくり〕 住み続けたくなる魅力的な特徴あるまちをつくる 

平成 31 年度の数値目標 

 転出者数 ： 615人（200 人程度の減少） 

 まちづくりに参加する機会に満足している割合 ： 25.0％（約5 ポイントの上昇） 

 大月市に住み続けたいと考えている割合： 65.0％（約4 ポイントの上昇）  

施策の内容 

１ 生涯にわたって安心して暮らせる環境整備 

 ① まちづくりの方向性の検討 

② ＣＣＲＣの実現に向けた調査研究 

③ 健康的な地域づくりと健康増進による健康寿命の延伸 

④ 低炭素社会、循環社会、自然共生社会の実現 

２ まちづくり体制の確立 

 ① まちづくり体制の確立 ② 地域おこし協力隊設置事業 

 
 

基本目標５〔人材育成、郷土愛を育む教育〕 地域を愛し、地域を育てる人材を育てていく 

平成 31 年度の数値目標 

 今住んでいる地域の行事に参加している児童・生徒の割合 

： 小学校6 年生 85.0％  中学校3 年生 70.0％（4～5ポイントの上昇） 

施策の内容 

１ 子ども達のふるさとを愛する気持ちを育む教育 

 ① 地域の教育支援 

② 大月を愛する心の醸成 

③ 文化情報発信拠点としての図書館の機能の充実 

 

基本目標ごとの施策の内容 


